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発
表
の
要
約

外
傷
体
験
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
精
神
的
健
康
へ
の
正
負
の
影
響

―
二
つ
の
経
験
的
研
究
か
ら

ジ
ョ
・
ヨ
ン
レ
（
翰
林
大
学
社
会
科
学
大
学
心
理
学
科
教
授
）

こ
の
発
表
は
二
つ
の
経
験
的
研
究
か
ら
な
る
。
第
一
研
究
で
は
精
神
的
健
康
に
お
け
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
影
響
を
確
か
め
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
光
を
当
て
る
。
先
行
研
究
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
に
基
づ
き
、
外
傷
後
成
長
あ
る
い
は
外
傷
後
の
否
定
的
認
知
が
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
、
精
神
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
状
の
関
係
を
部
分
的
に
媒
介
す
る
三
つ
の
モ
デ
ル
と
、
完
全
に

媒
介
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
三
二
一
人
の
外
傷
体
験
の
あ
る
韓
国
人
の
学
部
生
に
自
記
式
の
質
問
表
を
完
成
さ
せ
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
外
傷
後
成
長
、
外
傷
後
否
定
的
認
知
、
精
神
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
、
抑
う
つ
症
状
、
不

第
二
部

　
韓
国
に
お
け
る
災
難
と
自
殺
に
対
す
る
生
死
学
の
対
応
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安
症
状
を
測
定
し
た
。

階
層
的
重
回
帰
分
析
に
よ
れ
ば
、
他
の
変
数
を
統
制
し
た
場
合
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
精
神
的
健
康
、
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
状

の
有
意
な
予
測
変
数
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
外
傷
体
験
と
精
神
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
い
し
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
状
と
の
関
係

を
緩
和
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
モ
デ
ル
は
、
外
傷
後
成
長
と
外
傷
後
否
定
的

認
知
の
両
方
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
精
神
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
関
係
を
部
分
的
に
媒
介
し
、
外
傷
後
否
定
的
認
知
は
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
と
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
関
係
を
完
全
に
媒
介
す
る
と
い
う
、
統
合
さ
れ
た
部
分
的
媒
介
モ
デ
ル
で
あ
る
。

第
二
研
究
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
介
入
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
の
効
果
を
検
討
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｉ
は
、
外
傷
体
験
を
し
た
韓
国
人
大
学

生
サ
ン
プ
ル
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
心
理
的
健
康
、
外
傷
後
成
長
、
外
傷
後
否
定
的
認
知
を
改
善
し
た
。
こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
Ｐ
Ｐ

Ｉ
は
八
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
な
る
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
・
行
動
・
認
知
を
培
う
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
外
傷
後
成
長
、
否
定
的
認
知
、
精
神
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
人
生
の
意
味
、
抑
う
つ
症
状
、
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
症
状
を
測
定
す
る
自
記
式
の
質
問
票
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ
群
三
〇
名
と
、
心
理
教
育
群
二
五
名
が
記
入
す
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｉ
参
加
者
は

一
ヶ
月
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
際
に
も
、
全
く
同
一
の
尺
度
を
記
入
し
た
。

Ｐ
Ｐ
Ｉ
参
加
者
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
外
傷
後
成
長
、
精
神
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
人
生
の
意
味
に
お
い
て
有
意
な
改
善
を
見

せ
、
ま
た
心
理
教
育
群
に
比
べ
て
事
後
介
入
の
際
に
は
外
傷
後
否
定
的
認
知
、
抑
う
つ
症
状
を
減
じ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
減
少
に
関
し
て
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ
群
と
心
理
教
育
群
と
で
有
意
差
が
な
か
っ
た
。
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韓
国
の
自
殺
に
関
す
る
疫
学
的
特
性
と
社
会
現
象
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

キ
ム
・
ド
ン
ヒ
ョ
ン
（
翰
林
大
学
医
科
大
学
教
授
）

韓
国
社
会
に
お
け
る
自
殺
は
伝
染
病
と
言
え
る
ほ
ど
急
増
し
た
。
そ
れ
は
個
人
の
極
端
な
選
択
で
は
な
く
、
社
会
構
造
に
由
来

す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
殺
の
発
生
お
よ
び
拡
散
の
社
会
的
要
因
は
様
々
だ
が
、
急
速
な
高
齢
化
や
個
人
主
義
、
家
族
の
解
体
、
社
会
経
済
的
な
格
差

と
孤
立
が
重
要
な
背
景
で
あ
る
。
社
会
的
な
対
処
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
短
期
間
で
自
殺
率
を
下
げ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
切
迫

性
を
社
会
の
共
通
認
識
に
す
る
と
と
も
に
、
政
府
・
地
域
社
会
・
専
門
家
集
団
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
保
健
医
療
界
の
対
応
は
、
う
つ
病
患
者
と
自
殺
未
遂
者
の
管
理
な
ど
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
個
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

主
で
あ
り
、
社
会
的
、
公
衆
衛
生
的
な
対
応
で
は
な
い
。
今
後
は
保
健
医
療
分
野
の
み
な
ら
ず
、
多
分
野
の
専
門
家
た
ち
が
社
会

共
同
体
と
協
力
し
て
、
総
合
的
な
予
防
策
を
考
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

韓
国
に
お
け
る
自
殺
は
、
迅
速
な
対
処
が
で
き
な
い
た
め
に
起
き
て
い
る
社
会
的
悲
劇
で
あ
る
。
農
村
地
域
で
は
多
数
の
老
人

が
社
会
的
孤
立
か
ら
自
殺
に
陥
っ
て
い
る
。
農
村
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
猛
毒
性
農
薬
に
対
す
る
厳
重
な
管
理
体
制
だ
け
で
も

相
当
数
の
自
殺
を
防
止
で
き
る
。
ま
た
地
域
レ
ベ
ル
で
自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
集
団
を
把
握
し
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
け
る
こ
と

は
効
果
的
で
あ
る
。
自
治
体
、
村
落
共
同
体
、
専
門
家
集
団
、
そ
し
て
自
発
的
な
市
民
団
体
と
の
協
力
体
制
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
積
極
的
な
導
入
、
自
殺
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
々
へ
の
公
的
投
資
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
自
殺
に
対
す
る
注
意
喚
起
と
認
識
の
転
換
に
よ
り
、
隣
人
と
共
同
体
へ
の
関
心
を
拡
大
す
れ
ば
数
多
く
の
生
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
。
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近
年
、
政
府
お
よ
び
自
治
体
が
様
々
な
自
殺
予
防
事
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
科
学
的
根
拠
は
不
十
分
で
あ
り
、
効

果
の
評
価
方
法
も
不
明
で
あ
る
。
韓
国
の
自
殺
の
文
化
的
・
社
会
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
独
特
な
の
で
外
国
で
効
果
が
立
証
さ
れ

た
方
法
が
効
果
的
と
は
限
ら
な
い
。

中
長
期
的
に
は
、
よ
り
根
本
的
な
決
定
要
因
と
具
体
的
な
危
険
要
因
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
要
因
が
個
人
に
影

響
を
与
え
る
社
会
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
科
学
的
根
拠
を
見
出
す
研
究
基
盤
の
構
築
が
、
自

殺
予
防
事
業
と
同
時
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

韓
国
社
会
の
急
速
な
高
齢
化
と
、
大
多
数
の
中
高
年
者
の
老
後
へ
の
備
え
の
欠
如
の
た
め
に
、
高
齢
者
の
自
殺
は
社
会
的
災
害

に
な
り
得
る
。
根
本
的
解
決
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
健
康
お
よ
び
福
祉
の
実
態
に
対
す
る
全
国
的
調
査
の
実
施
が
必
要
で
あ
ろ

う
。自

殺
に
お
け
る
社
会
的
・
心
理
的
・
宗
教
的
要
因
の
影
響

―
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
比
較

イ
・
ス
イ
ン
（
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
研
究
教
授
）

社
会
科
学
に
お
い
て
は
、
自
殺
の
社
会
的
要
因
と
心
理
的
要
因
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
研
究
者
は
一
側
面
を
よ
り
強
調

す
る
傾
向
が
あ
る
。
心
理
的
要
因
と
し
て
は
、
ス
ト
レ
ス
と
鬱
が
よ
く
語
ら
れ
、
と
り
わ
け
鬱
は
自
殺
の
決
定
的
な
危
険
要
因
と

見
な
さ
れ
る
。
精
神
的
疾
患
・
外
傷
、
薬
剤
、
人
間
関
係
の
特
性
な
ど
の
要
因
も
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
象
で
あ
る
。
だ
が
、
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最
近
の
韓
国
社
会
に
お
け
る
自
殺
率
の
増
加
は
む
し
ろ
社
会
的
要
因
に
よ
る
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
降
の
経
済
的
要
因
、
不
十
分

な
老
後
対
策
、
失
業
な
ど
で
あ
る
。

宗
教
は
自
殺
の
社
会
的
・
心
理
的
要
因
両
方
と
密
接
に
関
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
殺
が
そ
の
両
方
を
影
響
要
因
と
す
る
な
ら
、

宗
教
を
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
宗
教
は
自
殺
の
代
表
的
な
保
護
要
因
で
も
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、
宗
教

は
価
値
の
共
有
、
緊
密
な
相
互
作
用
と
強
い
社
会
的
絆
を
提
供
し
て
い
る
。
社
会
的
水
準
で
は
無
規
範
の
状
態
を
防
ぎ
、
個
人
的

水
準
で
は
疎
外
を
防
ぐ
。
宗
教
は
規
範
や
指
針
を
提
示
し
、
何
が
正
し
い
思
考
と
行
為
な
の
か
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
個
人
が

直
面
す
る
苦
し
み
を
意
味
づ
け
、
そ
れ
に
耐
え
る
た
め
の
力
を
与
え
、
人
生
の
意
味
を
吹
き
込
む
。
ス
ト
レ
ス
や
鬱
、
人
生
の
否

定
的
事
件
か
ら
個
人
の
生
き
方
を
保
護
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
集
団
へ
の
所
属
意
識
や
集
団
構
成
員
の
間
で

の
絆
や
心
理
的
支
持
は
、
社
会
的
統
合
を
活
発
化
さ
せ
、
自
殺
を
予
防
す
る
効
果
を
生
み
出
す
。

二
〇
一
四
年
の
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
宗
教
を
信
じ
て
い
る
人
の
割
合
は
五
〇
％
だ
っ
た
。
内
訳
は
仏
教

が
二
二
％
、
キ
リ
ス
ト
教
が
二
一
％
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
七
％
で
あ
る
。
あ
る
研
究
は
、
こ
の
三
つ
の
宗
教
へ
の
所
属
と
政
治
社
会

的
態
度
と
の
間
に
相
関
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
自
殺
念
慮
と
自
殺
企
図
に
注
目
し
、
韓
国
総
合
社
会
調
査

（
Ｋ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
）
二
〇
一
二
年
版
を
分
析
の
対
象
と
し
、
政
治
的
統
合
（
政
府
に
対
す
る
信
頼
）、
社
会
的
統
合
（
社
会
に
対
す
る

信
頼
）、
経
済
的
統
合
（
家
計
に
対
す
る
評
価
）、
家
族
統
合
（
配
偶
者
の
有
無
と
家
族
生
活
に
関
す
る
満
足
度
）
を
指
標
と
す
る
。

鬱
は
ベ
ッ
ク
の
鬱
尺
度
の
九
項
目
を
合
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
外
傷
は
、
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
出
来
事
の
一
一
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
的
要
因
は
、
加
入
、
信
仰
心
、
公
的
儀
礼
へ
の
参
加
、
宗
教
的
集
会
へ
の

参
加
の
度
合
い
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

分
析
の
結
果
、
自
殺
念
慮
に
お
い
て
は
集
団
間
の
有
意
差
は
な
く
、
自
殺
企
図
で
は
有
意
差
が
表
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
〔
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
〕
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
は
仏
教
や
非
宗
教
に
比
べ
て
、
自
殺
企
図
経
験
を
よ
り
多
く
持
っ
て
い
た
。
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ま
た
、
宗
教
的
変
数
（
公
的
儀
礼
へ
の
参
加
、
宗
教
的
集
会
へ
の
参
加
の
度
合
い
）
と
鬱
と
の
交
互
作
用
、
お
よ
び
宗
教
的
変

数
と
社
会
的
要
因
（
政
府
へ
の
信
頼
、
国
政
運
営
の
評
価
）
と
の
交
互
作
用
を
検
討
し
た
。
交
互
作
用
の
効
果
は
仏
教
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
見
ら
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
、
宗
教
的
集
会
と
鬱
と
の
間
に
の
み
交
互
作
用
が
あ
っ
た
。

宗
教
的
要
因
の
自
殺
へ
の
影
響
、
そ
の
効
果
の
様
態
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
公
的
礼
拝
へ
の
参
加
や

個
人
生
活
に
お
け
る
信
仰
を
、
キ
リ
ス
ト
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
仏
教
よ
り
重
視
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
韓
国

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
二
〇
一
五
年
調
査
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
宗
教
の
個
人
的
生
活
に
お
け
る
重
要
性
、
宗
教
儀

礼
参
加
率
に
お
い
て
、
仏
教
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

過
去
の
自
殺
企
図
は
、
仏
教
、
非
宗
教
に
比
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
と
カ
ト
リ
ッ
ク
で
高
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
外
傷
体
験
、
自
殺
念

慮
者
が
よ
り
多
く
参
加
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。

■
付
記

 

以
上
、
三
本
の
発
表
要
約
は
、
東
京
大
学
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
と
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
が
二
〇
一
六
年
三
月
一
二
日
に

共
同
で
開
催
し
た
国
際
学
術
会
議
「
ア
ジ
ア
の
発
展
の
矛
盾
と
生
死
学
の
模
索
」
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
内
容
を
『
死
生
学
・
応
用
倫

理
研
究
』
編
集
部
に
て
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。


